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3
月
24
日
投
開
票
の
県
知
事
選
挙
が
本
格
的
に
動
き

出
し
た
。今
年
で
21
回
目
を
迎
え
る
県
知
事
選
挙
に
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
4
名
が
無
所
属
で
立
候
補
を
表
明
し
て

お
り
、実
質
的
に
前
熊
本
県
副
知
事
と
前
熊
本
市
長
の
一

騎
打
ち
と
な
っ
て
い
る
。

　
先
般
、蒲
島
郁
夫
知
事
が「
チ
ー
ム
熊
本
を
語
る
会
」

で
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
県
政
運
営
を
振
り
返
っ
て
い
た

が
、ま
さ
に
様
々
な
事
象
が
あ
り
、大
き
な
山
を
乗
り

越
え
、谷
を
渡
り
、県
民
総
幸
福
量
の
最
大
化
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。県
知
事

就
任
期
間
に
は
川
辺
川
ダ
ム
建
設
の
中
止
、熊
本
地

震
、令
和
2
年
7
月
豪
雨
、そ
れ
を
受
け
て
の
流
水
型

ダ
ム
の
建
設
表
明
、新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、台
湾
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
の
進
出
な
ど
課
題
山
積
の
中
で
県
の
か
じ
取
り
を

行
っ
て
き
た
。

　
農
業
問
題
に
も
積
極
的
に
耳
を
傾
け
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
要
請
に
は
し
っ
か
り
と
対
応
を
い
た
だ
い
た
。元

農
協
職
員
で
あ
る
こ
と
も
親
近
感
が
あ
る
。

　
さ
て
、過
去
の
県
知
事
選
挙
を
見
て
み
る
と
、第
１

回
選
挙
が
行
わ
れ
た
の
は
、戦
後
の
昭
和
22
年
で
あ

る
。そ
れ
ま
で
は
、内
務
省
を
中
心
と
し
て
、中
央
官
庁

か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
物
が
知
事
に
就
任
し
て
い
た
。

　
ご
存
じ
の
方
も
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、桜
井
三
郎
氏

が
最
初
の
公
選
の
知
事
で
あ
る
。そ
の
後
は
、寺
本
廣
作

氏
、澤
田
一
精
氏
、細
川
護
熙
氏
、福
島
譲
二
氏
、塩
谷
義

子
氏
、蒲
島
郁
夫
氏
と
な
る
。投
票
率
も
当
初
は
80
％

を
超
え
て
い
た
が
、近
年
は
50
％
を
割
り
込
ん
で
い

る
。

　
今
回
の
知
事
選
挙
は
、今
後
の
本
県
農
業
や
地
域
発

展
を
左
右
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。農
政
連
盟
友
の

良
識
と
結
束
力
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、票
数
を

も
っ
て
新
知
事
を
県
政
へ
送
り
出
そ
う
で
は
な
い
か
。
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今月の表紙「力あわせて」 (撮影：下城　彩美 様)　第12回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品
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　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
6
年
3
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　「
一
粒
の
麦
、
地
に
落
ち
て
死
な
ず
ば
、
唯
一
つ
に
て

在
ら
ん
、
も
し
死
ね
ば
、
多
く
の
実
を
結
ぶ
べ
し
」。
こ

れ
は
作
家
三
浦
綾
子
が
描
い
た
小
説
「
塩
狩
峠
」
の
冒

頭
に
出
て
く
る
一
説
で
す
。

　
麦
の
種
は
、
死
ん
で
地
に
落
ち
れ
ば
、
次
の
生
の
栄

養
分
と
な
り
、
多
く
の
実
を
付
け
、
命
は
つ
な
が
れ
て

い
く
、
と
い
う
意
味
で
、
新
約
聖
書
の
言
葉
で
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
作
品
を
読
ん
だ
の
は
、
高
校
生
の
頃
で
、
文
章

の
構
成
が
何
本
も
の
「
手
紙
」
の
や
り
と
り
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
が
感
動
的
で
普
通
の
小
説
に

な
い
心
に
響
く
感
動
を
与
え
る
内
容
に
驚
い
た
も
の
で

し
た
。

　
作
品
の
内
容
は
北
海
道
の
塩
狩
峠
で
実
際
に
起
き
た

鉄
道
事
故
を
元
に
愛
と
信
仰
を
貫
き
多
数
の
乗
客
の
命

を
救
う
た
め
に
自
ら
を
犠
牲
に
し
た
若
き
鉄
道
職
員
の

短
い
生
涯
を
描
い
た
小
説
で
す
。

　
高
校
生
の
私
に
と
っ
て
は
、
感
動
的
な
内
容
で
、
文

章
の
構
成
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
懸
賞
論
文

が
流
行
し
て
い
た
時
代
で
し
た
の
で
、
私
も
学
校
の
図

書
室
や
町
の
図
書
館
に
行
っ
て
、
何
十
枚
も
の
文
章
を

書
き
ま
し
た
。
そ
し
て
応
募
し
ま
し
た
。
が
、
選
ば
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
ち
ょ
っ
と
苦
い
青
春
の
思
い
出
で
す
。

撮影：緒方　正光 様

「あした」
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〜
食
料・農
業・農
村
基
本
法
改
正
案
を
国
会
提
出
〜

農
政
連
総
支
部
事
務
局
長
研
修
会
を
開
催

第
2
1
3
回
通
常
国
会
が
召
集
さ
れ
る

農
家
の
声
を

国
政
に
！

参議院議員

藤木しんや
活 動 報 告

Fu j i k i  S h i n y a
    　a c t i v i t y  r e p o r t

JAグループ熊本から畜産・酪農政策に
関する要請を受ける（05.11.30）

自民党畜産・酪農委員会WEB会議の
様子（05.12.01）

熊本農業高校修学旅行生が国会を
訪問（05.12.15）

熊本県宇城市議からの要請（05.12.19） 岸田首相に晩白柚を贈呈（05.12.22） 能登半島地震でJAのとを視察
（06.02.07）

① 生産現場からの声を国政に届け、実現します

② 食料安全保障の強化の実現を目指します

③ 中小・家族経営、中山間地農業への更なる

　 理解と支援の拡充に取り組みます

④ 地域の拠り所であるJAの取組を後押しします

4つのVision

農家・農業の未来のため全力で頑張ります

藤木しんやプロフィール
自由民主党農林部会長代理
参議院自由民主党副幹事長

参議院議員2期目（平成28年7月初当選）

農林水産委員会
議院運営委員会

【所属委員会(参議院)】

農林水産大臣政務官（2期）
参議院自由民主党　副幹事長
自由民主党　農林部会　副部会長
参議院自由民主党　国対副委員長
東日本大震災復興特別委員会　理事

【これまでの主な役職】

▲藤木しんや後援会 大西茂志幹事長の講演

▲藤木しんや参議院議員との懇談会の様子

　
岸
田
文
雄
首
相
は
開
会
し
た
の
第
2
1
3
回
通
常

国
会
の
予
算
委
員
会
で
、
今
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
の
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
期
す
た
め
、

令
和
6
年
度
予
算
案
の
年
度
内
成
立
に
全
力
を
挙
げ

る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、農
政
で
は
、「
農
政
の
憲
法
」
と
さ
れ
る
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
を
中
心
に
議
論
を
深
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
施
政
方
針
演
説
】

　
今
国
会
の
施
政
方
針
演
説
の
中
で
、
岸
田
首
相
は
、

「
地
方
が
支
え
る
農
業
は
国
の
礎
で
す
。
我
が
国
の
農

業
が
直
面
す
る
、
食
料
や
肥
料
の
世
界
的
な
需
給
変

動
、
環
境
問
題
、
国
内
の
急
激
な
人
口
減
少
と
担
い
手

不
足
と
い
っ
た
、
国
内
外
の
社
会
課
題
を
正
面
か
ら
捉

え
、
こ
れ
ら
の
克
服
を
、
地
域
の
成
長
へ
と
つ
な
げ
て

い
く
べ
く
、
農
政
を
抜
本
的
に
見
直
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
農
政
の
憲
法
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
に
つ
い
て
、
制
定
か
ら
四

半
世
紀
を
経
て
初
の
本
格
的
な
改
正
を
行
う
べ
く
、
今

国
会
に
改
正
法
案
を
提
出
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
不
測
時

の
食
料
安
全
保
障
の
強
化
、農
地
の
総
量
確
保
と
適
正
・

有
効
活
用
、
食
品
原
材
料
の
調
達
安
定
化
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
振
興
を
体
系
的
に
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

関
連
法
案
も
今
国
会
に
提
出
し
ま
す
。

　
農
政
の
基
本
は
現
場
に
あ
り
ま
す
。
現
場
で
日
々
汗

を
流
し
、
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
方
々
に
寄
り
添
い
、
そ

の
前
向
き
な
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
農
政
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
表
明
し
ま
し
た
。

　
支
持
率
が
低
下
す
る
中
で
の
岸
田
政
権
が
臨
む
通

常
国
会
と
な
り
、
会
期
は
6
月
23
日
ま
で
の
1
5
0
日

間
で
す
。
今
国
会
は
自
民
党
派
閥
の
政
治
資
金
規
正
法

違
反
事
件
を
め
ぐ
り
、「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
な
ど

野
党
の
追
及
が
待
っ
て
い
ま
す
。
政
府
・
与
党
は
能
登

半
島
地
震
の
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
期
す
た
め
、
令
和

6
年
度
予
算
案
が
3
月
2
日
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
、

今
年
度
中
の
成
立
が
確
定
し
ま
し
た
。

【
食
料
自
給
率
の
適
正
な
設
定
】

　
食
料
自
給
率
を
巡
り
岸
田
文
雄
首
相
は
、
今
国
会

で
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
を
改
正
し
た
上
で
、「
食

料
の
安
定
供
給
に
か
か
る
適
切
な
目
標
の
設
定
と
政

策
体
系
の
見
直
し
を
進
め
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
岸
田
首
相
は
、
2
0
3
0
年
度
に
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で

45
％
と
す
る
目
標
に
向
け
て
輸
入
に
過
度
に
依
存
す
る

麦
・
大
豆
や
飼
料
作
物
の
国
内
生
産
を
拡
大
し
、
需
要
に

対
応
し
た
農
業
構
造
に
転
換
す
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

【
農
協
の
自
己
改
革
を
後
押
し
】

　
岸
田
首
相
は
2
月
2
日
の
参
議
院
本
会
議
で
、Ｊ
Ａ

が
「
輸
出
も
含
め
た
販
売
力
の
強
化
な
ど
自
己
改
革
を

不
断
に
進
め
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
で
は
、

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
へ
の
転
換
を
促
す
と
強
調
し
ま

し
た
。
化
学
肥
料
の
使
用
低
減
な
ど
「
現
場
の
取
り
組

み
を
強
力
に
後
押
し
し
て
い
く
」
と
し
ま
し
た
。

【
農
政
関
係
予
算
】

　
農
政
で
は
、
最
重
点
課
題
で
あ
る
食
料
安
全
保
障
の

強
化
に
む
け
た
議
論
が
本
格
化
し
ま
す
。
令
和
6
年
度

の
農
林
水
産
関
係
予
算
は
2
兆
2
6
8
6
億
円
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
度
よ
り
3
億
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
農
水
省
が
提
出
予
定
の
法
案
】

　
農
水
省
が
通
常
国
会
へ
提
出
す
る
法
案
は
6
本
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟
は
、
1
月
総
支

部
事
務
局
長
研
修
会
を
東
京
で
開
催
し
、
農

政
運
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
総
支
部
事
務
局
長
研
修
会
に
は
、
各
地
区

総
支
部
事
務
局
長
や
事
務
局
な
ど
9
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
の
初
日
は
、
全
中
に
お
い
て
今
ま

さ
に
自
民
党
や
国
会
で
検
討
が
行
わ
れ
て
い

る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
」
を

中
心
と
し
た
「
農
政
を
め
ぐ
る
情
勢
と
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
」、
全
中
農
政
部
農
政
課
の

高
塚
明
宏
氏
か
ら
、①
農
政
活
動
の
意
義
と

取
り
組
み
経
過
、②
令
和
5
年
度
農
政
対
策

の
主
な
結
果
、③
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

の
改
正
、④
令
和
5
年
の
「
国
消
国
産
月
間
」

の
取
り
組
み
、⑤
令
和
6
年
農
政
対
策
の
見

通
し
と
取
り
組
み
、
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
や
、

2
0
2
4
年
物
流
問
題
な
ど
を
特
に
熱
心
に

聴
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
日
目
の
研
修
は
場
所
を
参
議
院

会
館
に
移
し
、「
政
局
を
め
ぐ
る
情
勢
」
と

題
し
て
、
藤
木
し
ん
や
後
援
会
幹
事
長
の
大

西
茂
志
氏
が
①
政
局
を
め
ぐ
る
情
勢
②

J
A
が
取
り
組
む
農
政
運
動
の
意
義
と
必

要
性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
政
局
を
め
ぐ
る
情

勢
と
し
て
、
1
月
か
ら
始
ま
る
通
常
国
会
と

政
治
日
程
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の
政
治
活
動
日

程
、
次
期
参
議
院
選
挙
の
候
補
者
選
定
な
ど

に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
J
A
グ
ル
ー
プ
と
し
て
参
議
院
議

員
を
出
す
意
義
と
必
要
性
、
農
政
対
策
で
勝

ち
取
っ
た
主
な
成
果
、
藤
木
し
ん
や
議
員
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
2
日
目
は
藤
木
し
ん
や
参
議
院
議

員
を
表
敬
訪
問
し
、農
政
を
め
ぐ
る
情
勢
や
、

国
政
の
現
状
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
を
通
し
て
、
今
後
の
選
挙

活
動
や
農
政
活
動
に
活
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

・
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
案

・
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
案

・
農
業
振
興
地
域
整
備
法
な
ど
の
改
正
案

・
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用
促
進
法
案

・
特
定
農
産
加
工
業
経
営
改
善
臨
時
措
置
法
改
正

案（
期
限
切
れ
）

・
漁
業
法
な
ど
の
改
正
案
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〜
食
料・農
業・農
村
基
本
法
改
正
案
を
国
会
提
出
〜

農
政
連
総
支
部
事
務
局
長
研
修
会
を
開
催

第
2
1
3
回
通
常
国
会
が
召
集
さ
れ
る

農
家
の
声
を

国
政
に
！

参議院議員

藤木しんや
活 動 報 告

Fu j i k i  S h i n y a
    　a c t i v i t y  r e p o r t

JAグループ熊本から畜産・酪農政策に
関する要請を受ける（05.11.30）

自民党畜産・酪農委員会WEB会議の
様子（05.12.01）

熊本農業高校修学旅行生が国会を
訪問（05.12.15）

熊本県宇城市議からの要請（05.12.19） 岸田首相に晩白柚を贈呈（05.12.22） 能登半島地震でJAのとを視察
（06.02.07）

① 生産現場からの声を国政に届け、実現します

② 食料安全保障の強化の実現を目指します

③ 中小・家族経営、中山間地農業への更なる

　 理解と支援の拡充に取り組みます

④ 地域の拠り所であるJAの取組を後押しします

4つのVision

農家・農業の未来のため全力で頑張ります

藤木しんやプロフィール
自由民主党農林部会長代理
参議院自由民主党副幹事長

参議院議員2期目（平成28年7月初当選）

農林水産委員会
議院運営委員会

【所属委員会(参議院)】

農林水産大臣政務官（2期）
参議院自由民主党　副幹事長
自由民主党　農林部会　副部会長
参議院自由民主党　国対副委員長
東日本大震災復興特別委員会　理事

【これまでの主な役職】

▲藤木しんや後援会 大西茂志幹事長の講演

▲藤木しんや参議院議員との懇談会の様子

　
岸
田
文
雄
首
相
は
開
会
し
た
の
第
2
1
3
回
通
常

国
会
の
予
算
委
員
会
で
、
今
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
の
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
期
す
た
め
、

令
和
6
年
度
予
算
案
の
年
度
内
成
立
に
全
力
を
挙
げ

る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、農
政
で
は
、「
農
政
の
憲
法
」
と
さ
れ
る
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
を
中
心
に
議
論
を
深
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
施
政
方
針
演
説
】

　
今
国
会
の
施
政
方
針
演
説
の
中
で
、
岸
田
首
相
は
、

「
地
方
が
支
え
る
農
業
は
国
の
礎
で
す
。
我
が
国
の
農

業
が
直
面
す
る
、
食
料
や
肥
料
の
世
界
的
な
需
給
変

動
、
環
境
問
題
、
国
内
の
急
激
な
人
口
減
少
と
担
い
手

不
足
と
い
っ
た
、
国
内
外
の
社
会
課
題
を
正
面
か
ら
捉

え
、
こ
れ
ら
の
克
服
を
、
地
域
の
成
長
へ
と
つ
な
げ
て

い
く
べ
く
、
農
政
を
抜
本
的
に
見
直
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
農
政
の
憲
法
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
に
つ
い
て
、
制
定
か
ら
四

半
世
紀
を
経
て
初
の
本
格
的
な
改
正
を
行
う
べ
く
、
今

国
会
に
改
正
法
案
を
提
出
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
不
測
時

の
食
料
安
全
保
障
の
強
化
、農
地
の
総
量
確
保
と
適
正
・

有
効
活
用
、
食
品
原
材
料
の
調
達
安
定
化
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
振
興
を
体
系
的
に
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

関
連
法
案
も
今
国
会
に
提
出
し
ま
す
。

　
農
政
の
基
本
は
現
場
に
あ
り
ま
す
。
現
場
で
日
々
汗

を
流
し
、
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
方
々
に
寄
り
添
い
、
そ

の
前
向
き
な
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
農
政
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
表
明
し
ま
し
た
。

　
支
持
率
が
低
下
す
る
中
で
の
岸
田
政
権
が
臨
む
通

常
国
会
と
な
り
、
会
期
は
6
月
23
日
ま
で
の
1
5
0
日

間
で
す
。
今
国
会
は
自
民
党
派
閥
の
政
治
資
金
規
正
法

違
反
事
件
を
め
ぐ
り
、「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
な
ど

野
党
の
追
及
が
待
っ
て
い
ま
す
。
政
府
・
与
党
は
能
登

半
島
地
震
の
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
期
す
た
め
、
令
和

6
年
度
予
算
案
が
3
月
2
日
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
、

今
年
度
中
の
成
立
が
確
定
し
ま
し
た
。

【
食
料
自
給
率
の
適
正
な
設
定
】

　
食
料
自
給
率
を
巡
り
岸
田
文
雄
首
相
は
、
今
国
会

で
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
を
改
正
し
た
上
で
、「
食

料
の
安
定
供
給
に
か
か
る
適
切
な
目
標
の
設
定
と
政

策
体
系
の
見
直
し
を
進
め
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
岸
田
首
相
は
、
2
0
3
0
年
度
に
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で

45
％
と
す
る
目
標
に
向
け
て
輸
入
に
過
度
に
依
存
す
る

麦
・
大
豆
や
飼
料
作
物
の
国
内
生
産
を
拡
大
し
、
需
要
に

対
応
し
た
農
業
構
造
に
転
換
す
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

【
農
協
の
自
己
改
革
を
後
押
し
】

　
岸
田
首
相
は
2
月
2
日
の
参
議
院
本
会
議
で
、Ｊ
Ａ

が
「
輸
出
も
含
め
た
販
売
力
の
強
化
な
ど
自
己
改
革
を

不
断
に
進
め
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
で
は
、

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
へ
の
転
換
を
促
す
と
強
調
し
ま

し
た
。
化
学
肥
料
の
使
用
低
減
な
ど
「
現
場
の
取
り
組

み
を
強
力
に
後
押
し
し
て
い
く
」
と
し
ま
し
た
。

【
農
政
関
係
予
算
】

　
農
政
で
は
、
最
重
点
課
題
で
あ
る
食
料
安
全
保
障
の

強
化
に
む
け
た
議
論
が
本
格
化
し
ま
す
。
令
和
6
年
度

の
農
林
水
産
関
係
予
算
は
2
兆
2
6
8
6
億
円
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
度
よ
り
3
億
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
農
水
省
が
提
出
予
定
の
法
案
】

　
農
水
省
が
通
常
国
会
へ
提
出
す
る
法
案
は
6
本
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟
は
、
1
月
総
支

部
事
務
局
長
研
修
会
を
東
京
で
開
催
し
、
農

政
運
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
総
支
部
事
務
局
長
研
修
会
に
は
、
各
地
区

総
支
部
事
務
局
長
や
事
務
局
な
ど
9
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
の
初
日
は
、
全
中
に
お
い
て
今
ま

さ
に
自
民
党
や
国
会
で
検
討
が
行
わ
れ
て
い

る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
」
を

中
心
と
し
た
「
農
政
を
め
ぐ
る
情
勢
と
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
」、
全
中
農
政
部
農
政
課
の

高
塚
明
宏
氏
か
ら
、①
農
政
活
動
の
意
義
と

取
り
組
み
経
過
、②
令
和
5
年
度
農
政
対
策

の
主
な
結
果
、③
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

の
改
正
、④
令
和
5
年
の
「
国
消
国
産
月
間
」

の
取
り
組
み
、⑤
令
和
6
年
農
政
対
策
の
見

通
し
と
取
り
組
み
、
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
や
、

2
0
2
4
年
物
流
問
題
な
ど
を
特
に
熱
心
に

聴
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
日
目
の
研
修
は
場
所
を
参
議
院

会
館
に
移
し
、「
政
局
を
め
ぐ
る
情
勢
」
と

題
し
て
、
藤
木
し
ん
や
後
援
会
幹
事
長
の
大

西
茂
志
氏
が
①
政
局
を
め
ぐ
る
情
勢
②

J
A
が
取
り
組
む
農
政
運
動
の
意
義
と
必

要
性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
政
局
を
め
ぐ
る
情

勢
と
し
て
、
1
月
か
ら
始
ま
る
通
常
国
会
と

政
治
日
程
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の
政
治
活
動
日

程
、
次
期
参
議
院
選
挙
の
候
補
者
選
定
な
ど

に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
J
A
グ
ル
ー
プ
と
し
て
参
議
院
議

員
を
出
す
意
義
と
必
要
性
、
農
政
対
策
で
勝

ち
取
っ
た
主
な
成
果
、
藤
木
し
ん
や
議
員
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
2
日
目
は
藤
木
し
ん
や
参
議
院
議

員
を
表
敬
訪
問
し
、農
政
を
め
ぐ
る
情
勢
や
、

国
政
の
現
状
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
を
通
し
て
、
今
後
の
選
挙

活
動
や
農
政
活
動
に
活
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

・
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
案

・
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
案

・
農
業
振
興
地
域
整
備
法
な
ど
の
改
正
案

・
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用
促
進
法
案

・
特
定
農
産
加
工
業
経
営
改
善
臨
時
措
置
法
改
正

案（
期
限
切
れ
）

・
漁
業
法
な
ど
の
改
正
案
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【
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
視
察
】

　
2
月
7
ー
8
日
の
2
日
間
、石
川
県
能
登
半
島

を
中
心
に
地
震
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。6
J
A

（
J
A
石
川
か
ほ
く
・
J
A
は
く
い
・
J
A
志
賀
・

J
A
能
登
わ
か
ば
・
J
A
の
と
・
J
A
内
浦
町
）に

伺
い
組
合
長
や
役
職
員
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
さ

せ
て
頂
き
、2
牧
場（
ホ
リ
牧
場
・
能
登
牧
場
）、被

災
地
7
カ
所（
増
穂
R
C
・
正
院
地
区
・
輪
島
朝
市

通
り
・
鴨
ヶ
浦
地
区
等
）を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

　
道
路
事
情
に
よ
り
、金
沢
の
ホ
テ
ル
か
ら
J
A

の
と
ま
で
片
道
3
時
間
以
上
か
か
る
中
、石
川
県

中
央
会
の
ご
案
内
に
よ
り
、今
回
の
視
察
が
実
現

い
た
し
ま
し
た
。こ
の
場
を
お
借
り
し
、改
め
ま
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
組
合
長
や
役
職
員
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、国
の
補

助
に
加
え
た
県
・
市
町
村
負
担
割
合
が
不
透
明
な

中（
当
時
）、ど
こ
ま
で
前
向
き
に
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
活
用
す
べ
き
か
等
、不
安
の
声
を
伺
い
ま
し
た
。

岸
田
首
相
の
通
常
国
会
施
政
方
針
演
説「
で
き
る

こ
と
は
全
て
や
る
」と
い
う
発
言
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、私
か
ら
は
、復
興
・
復
旧
に
向
け
、組
合
員

の
皆
さ
ま
を
励
ま
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て

欲
し
い
旨
、お
伝
え
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
J
A

能
登
わ
か
ば
の

生
産
組
合
長
会

議
で
は
、
罹
災

証
明
書
が
家
屋

以
外
の
納
屋
や

農
業
倉
庫
等
で

発
行
し
て
も
ら

え
な
い
、
と
ご

要
望
を
頂
き
ま

し
た
。
私
自
身

熊
本
地
震
の
経

験
者
と
し
て
、

罹
災
証
明
の
発

効
は
固
定
資
産

台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
全
建

物
が
対
象
で
あ

り
、
自
治
体
の

判
断
が
間
違
っ

て
い
る
可
能
性

が
あ
る
旨
お
伝

え
し
、
早
急
に

現
場
の
混
乱
を

解
消
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
地
理
的
条
件
不
利
地
か
つ
、高
齢
化
も
深
刻
で

海
底
隆
起
が
発
生
す
る
等
、復
興
へ
の
道
の
り
は
困

難
が
伴
う
も
の
と
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。し

か
し
、こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、我
々
協
同
組
合
の
力

を
発
揮
し
、復
興
に
向
け
て
歩
み
を
す
す
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
実
際
に
、J
A
グ
ル
ー
プ
石
川
の
皆
さ
ま
は
、東

日
本
大
震
災
を
経
験
さ
れ
た
宮
城
県
・
福
島
県
に

視
察
入
り
さ
れ
、財
務
へ
の
影
響
や
震
災
後
の
J
A

事
業
の
変
化
、所
在
不
明
と
な
っ
た
組
合
員
へ
の
手

続
き
な
ど
情
報
共
有
が
な
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
息
の
長
い
支
援
に
向
け
て
、引
き
続
き
国
政
の

場
で
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

【
第
27
回
参
議
院
議
員
代
表
推
薦
候
補
者
】

　
2
月
9
日
に
全
国
農
政
連
主
催
合
同
会
議
が
開

催
さ
れ
、候
補
者
の
所
信
表
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
農
政
推
進
連
盟
推
薦
石
井
孝
明
氏
、北
海

道
農
協
政
治
連
盟
推
薦
東
野
秀
樹
氏
、両
名
の
予

備
投
票
が
3
月
6
日
ま
で
行
わ
れ
、翌
7
日
代
表

者
会
議
の
場
で
、組
織
全
体
の
意
思
確
認
が
な
さ

れ
ま
す
。

　
私
は
あ
く
ま
で
公
平
・
中
立
な
立
場
で
す
が
、ど

ち
ら
の
候
補
に
決
定
し
て
も
、同
じ
組
織
の
代
表

と
し
て
、と
も
に
地
域
の
農
業
振
興
と
わ
が
国
の

食
と
緑
と
水
を
守
る
た
め
、現
場
か
ら
の
要
望
実

現
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

の
た
め
に
、1
等
米
比
率
は
、こ
れ
ま
で
に
な

く
低
下
し
た
ほ
か
、規
格
外
米
も
多
く
発
生

し
、農
家
手
取
り
が
減
少
し
て
し
ま
っ
た
ケ
ー

ス
も
多
発
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、麦
・
大
豆
等
の
輸
入
依
存
度
が
高
い

穀
物
や
飼
料
作
物
な
ど
の
畑
作
物
の
本
作
化

を
す
す
め
る
た
め
、「
畑
地
化
促
進
事
業
」が

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
主
食
用
米
に
代

え
て
何
を
作
る
か
」「
ど
う
農
地
を
活
用
し
て

所
得
を
実
現
す
る
か
」
徹
底
し
て
考
え
ま

し
ょ
う
。

　
J
A
と
も
徹
底
し
て
相
談
す
る
。地
域
の

仲
間
の
寄
合
や
、集
落
の
皆
さ
ん
と
も
相
談
す

る
。J
A
の
作
目
部
会
等
を
中
心
に
、地
域
の

協
同
の
取
り
組
み
や
、J
A
等
と
の
連
携
を
す

す
め
ま
し
ょ
う
。J
A
に
は
、頑
張
っ
て
も

ら
っ
て
有
利
な
販
売
戦
略
と
、利
益
が
上
が
る

販
売
価
格
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。全
力
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

【
コ
メ
の
需
給
調
整
と
基
本
法
の
改
正
】

　
主
食
た
る
コ
メ
の
需
給
調
整
に
つ
い

て
、規
制
改
革
推
進
会
議
が
主
張
し
て
き

た
よ
う
な「
自
由
な
生
産
・
流
通
・
販
売
」の

推
進
で
は
、J
A
や
地
域
や
農
業
者
自
身

が
結
果
責
任
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
か
ね
ず
、心
配
で
す
。コ
メ
の
需
給
調

整
だ
け
で
な
く
、農
村
社
会
の
抱
え
て
い

る
課
題
は
、市
場
原
理
・
競
争
原
理
だ
け
で

は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。コ
メ
に
代
え
て
何

を
作
る
か
、ど
の
よ
う
に
農
地
を
活
か
し

て
所
得
を
実
現
す
る
か
な
ど
、地
域
の
実

情
を
い
ち
ば
ん
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
J
A

が
中
心
と
な
っ
て
協
同
の
取
り
組
み
を
呼

び
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。今
国
会

で
審
議
さ
れ
る
基
本
法
の
改
正
案
に
は
、

J
A
な
ど
関
係
団
体
が
、食
料
・
農
業
・
農

村
の
維
持
・
発
展
に
果
た
し
て
い
る
役
割
、

そ
の
努
力
を
国
や
地
方
公
共
団
体
が
後
押

し
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
水
田
農
業
に
つ
い
て
、J
A
を
中
心
に

協
同
の
取
り
組
み
を
展
開
し
よ
う
】

　
と
こ
ろ
で
、令
和
5
年
産
米
に
つ
い
て

は
、各
県
・
各
市
町
村
・
各
J
A
、そ
し
て
、

各
地
区
、営
農
組
合
、法
人
、生
産
者
の
皆

さ
ん
の
懸
命
の
ご
尽
力
に
よ
り
、需
給
の

安
定
に
必
要
な
面
積
を
上
回
る
規
模
で
の

作
付
け
転
換
が
行
わ
れ
た
結
果
、相
対
取

引
価
格
は
、前
年
産
を
上
回
っ
て
推
移
し
て

い
ま
す
。し
か
し
、記
録
的
な
暑
さ
や
渇
水

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
山
田
と
し
お
の

農

問
政

題
に

　
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
青
壮
年
部
は
7
支
部（
佐
伊
津
・
新
和
・
天
草
・
河
浦
・
牛
深
・
有
明
・
大
矢
野
）78
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
天
草
地
域
は
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
た
畜
産
・
果
樹
・
野
菜
・
花
卉
・
水
稲
が
盛
ん
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
も
天
草
の
農
業
の
特
徴
で
あ
る
果
樹
農
家
が
青
壮
年
部
の
3
分
の
1
を
占
め
て
い
ま
す
。

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

▲青年部のみなさんと

　
昨
年
8
月
25
日
は
「
天
草
と
れ

た
て
市
場
」「
グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ
牛

深
店
」「
Ａ
コ
ー
プ
大
矢
野
店
」
に

分
か
れ
、
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。
一
般
消
費
者
に

米
の
消
費
拡
大
を
呼
び
か
け
よ
う

と
、
女
性
部
と
合
同
で
毎
年
、
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
空
き
缶

ポ
イ
捨
て
」
啓
発
に
関
す
る
チ
ラ

シ
も
配
布
し
協
力
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

●
青
壮
年
部
牛
深
支
部
活
動

　
9
月
22
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
影
響
で
し
ば
ら
く
の
間
実

施
で
き
て
い
な
か
っ
た
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

活
動
は
地
域
の
景
観
の
維
持
、
事

故
防
止
の
た
め
に
支
部
活
動
の
一

環
と
し
て
行
っ
て
お
り
15
年
以
上

続
け
て
い
ま
す
。
部
員
15
名
が
3

つ
の
班
に
分
か
れ
、
主
に
農
家
が

農
道
の
事
故
防
止
！！

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

青
壮
年
部
・
女
性
部
合
同

新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
毎
年
4
月
に
行
わ
れ
県
内
外
か

ら
多
く
の
見
物
客
で
賑
わ
う
、
天

草
の
春
を
告
げ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

牛
深
ハ
イ
ヤ
祭
り
。
活
動
の
一
環

と
し
て
J
A
あ
ま
く
さ
牛
深
支
所

職
員
ら
と
総
踊
り
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
踊
り
の
最
中
に
は
自
分
た

ち
が
育
て
た
特
産
品
の
「
あ
ま
く

さ
晩
柑
」
5
0
0
㌔
を
見
物
客
に

振
る
舞
い
ま
し
た
。

牛
深
ハ
イ
ヤ
祭
り

あ
ま
く
さ
晩
柑
Ｐ
Ｒ

　
毎
年
12
月
に
開
催
さ
れ
る
あ
か

ね
市
で
は
、青
壮
年
部
の
牧
草
ロ
ー

ル
カ
ー
リ
ン
グ
競
争
、
み
か
ん
や

ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
を
使
っ
た
お
も

し
ろ
い
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
会
場
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

牛
深
あ
か
ね
市

▲新米キャンペーンで来場者にお米をプレゼント

▲行列ができた牧草ロールカーリング競争 ▲青壮年部ゲームで大盛り上がりを見せる会場

▲カーブミラーを清掃する盟友

▲見物客へ晩柑を振る舞う盟友▲あまくさ晩柑を背負ってＰＲ

使
用
す
る
山
道
の
見
通

し
の
悪
い
位
置
に
設
置

し
て
あ
る
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
泥
汚
れ
を
水
で

洗
い
流
し
ワ
イ
パ
ー
な

ど
を
使
用
し
丁
寧
に
磨

き
ま
し
た
。

▲ＪＡ内浦町神田組合長との意見交換

▲ＪＡ能登わかば和倉地区生産組合長会議
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【
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
視
察
】

　
2
月
7
ー
8
日
の
2
日
間
、石
川
県
能
登
半
島

を
中
心
に
地
震
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。6
J
A

（
J
A
石
川
か
ほ
く
・
J
A
は
く
い
・
J
A
志
賀
・

J
A
能
登
わ
か
ば
・
J
A
の
と
・
J
A
内
浦
町
）に

伺
い
組
合
長
や
役
職
員
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
さ

せ
て
頂
き
、2
牧
場（
ホ
リ
牧
場
・
能
登
牧
場
）、被

災
地
7
カ
所（
増
穂
R
C
・
正
院
地
区
・
輪
島
朝
市

通
り
・
鴨
ヶ
浦
地
区
等
）を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

　
道
路
事
情
に
よ
り
、金
沢
の
ホ
テ
ル
か
ら
J
A

の
と
ま
で
片
道
3
時
間
以
上
か
か
る
中
、石
川
県

中
央
会
の
ご
案
内
に
よ
り
、今
回
の
視
察
が
実
現

い
た
し
ま
し
た
。こ
の
場
を
お
借
り
し
、改
め
ま
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
組
合
長
や
役
職
員
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、国
の
補

助
に
加
え
た
県
・
市
町
村
負
担
割
合
が
不
透
明
な

中（
当
時
）、ど
こ
ま
で
前
向
き
に
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
活
用
す
べ
き
か
等
、不
安
の
声
を
伺
い
ま
し
た
。

岸
田
首
相
の
通
常
国
会
施
政
方
針
演
説「
で
き
る

こ
と
は
全
て
や
る
」と
い
う
発
言
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、私
か
ら
は
、復
興
・
復
旧
に
向
け
、組
合
員

の
皆
さ
ま
を
励
ま
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て

欲
し
い
旨
、お
伝
え
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
J
A

能
登
わ
か
ば
の

生
産
組
合
長
会

議
で
は
、
罹
災

証
明
書
が
家
屋

以
外
の
納
屋
や

農
業
倉
庫
等
で

発
行
し
て
も
ら

え
な
い
、
と
ご

要
望
を
頂
き
ま

し
た
。
私
自
身

熊
本
地
震
の
経

験
者
と
し
て
、

罹
災
証
明
の
発

効
は
固
定
資
産

台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
全
建

物
が
対
象
で
あ

り
、
自
治
体
の

判
断
が
間
違
っ

て
い
る
可
能
性

が
あ
る
旨
お
伝

え
し
、
早
急
に

現
場
の
混
乱
を

解
消
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
地
理
的
条
件
不
利
地
か
つ
、高
齢
化
も
深
刻
で

海
底
隆
起
が
発
生
す
る
等
、復
興
へ
の
道
の
り
は
困

難
が
伴
う
も
の
と
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。し

か
し
、こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、我
々
協
同
組
合
の
力

を
発
揮
し
、復
興
に
向
け
て
歩
み
を
す
す
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
実
際
に
、J
A
グ
ル
ー
プ
石
川
の
皆
さ
ま
は
、東

日
本
大
震
災
を
経
験
さ
れ
た
宮
城
県
・
福
島
県
に

視
察
入
り
さ
れ
、財
務
へ
の
影
響
や
震
災
後
の
J
A

事
業
の
変
化
、所
在
不
明
と
な
っ
た
組
合
員
へ
の
手

続
き
な
ど
情
報
共
有
が
な
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
息
の
長
い
支
援
に
向
け
て
、引
き
続
き
国
政
の

場
で
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

【
第
27
回
参
議
院
議
員
代
表
推
薦
候
補
者
】

　
2
月
9
日
に
全
国
農
政
連
主
催
合
同
会
議
が
開

催
さ
れ
、候
補
者
の
所
信
表
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
農
政
推
進
連
盟
推
薦
石
井
孝
明
氏
、北
海

道
農
協
政
治
連
盟
推
薦
東
野
秀
樹
氏
、両
名
の
予

備
投
票
が
3
月
6
日
ま
で
行
わ
れ
、翌
7
日
代
表

者
会
議
の
場
で
、組
織
全
体
の
意
思
確
認
が
な
さ

れ
ま
す
。

　
私
は
あ
く
ま
で
公
平
・
中
立
な
立
場
で
す
が
、ど

ち
ら
の
候
補
に
決
定
し
て
も
、同
じ
組
織
の
代
表

と
し
て
、と
も
に
地
域
の
農
業
振
興
と
わ
が
国
の

食
と
緑
と
水
を
守
る
た
め
、現
場
か
ら
の
要
望
実

現
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

の
た
め
に
、1
等
米
比
率
は
、こ
れ
ま
で
に
な

く
低
下
し
た
ほ
か
、規
格
外
米
も
多
く
発
生

し
、農
家
手
取
り
が
減
少
し
て
し
ま
っ
た
ケ
ー

ス
も
多
発
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、麦
・
大
豆
等
の
輸
入
依
存
度
が
高
い

穀
物
や
飼
料
作
物
な
ど
の
畑
作
物
の
本
作
化

を
す
す
め
る
た
め
、「
畑
地
化
促
進
事
業
」が

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
主
食
用
米
に
代

え
て
何
を
作
る
か
」「
ど
う
農
地
を
活
用
し
て

所
得
を
実
現
す
る
か
」
徹
底
し
て
考
え
ま

し
ょ
う
。

　
J
A
と
も
徹
底
し
て
相
談
す
る
。地
域
の

仲
間
の
寄
合
や
、集
落
の
皆
さ
ん
と
も
相
談
す

る
。J
A
の
作
目
部
会
等
を
中
心
に
、地
域
の

協
同
の
取
り
組
み
や
、J
A
等
と
の
連
携
を
す

す
め
ま
し
ょ
う
。J
A
に
は
、頑
張
っ
て
も

ら
っ
て
有
利
な
販
売
戦
略
と
、利
益
が
上
が
る

販
売
価
格
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。全
力
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

【
コ
メ
の
需
給
調
整
と
基
本
法
の
改
正
】

　
主
食
た
る
コ
メ
の
需
給
調
整
に
つ
い

て
、規
制
改
革
推
進
会
議
が
主
張
し
て
き

た
よ
う
な「
自
由
な
生
産
・
流
通
・
販
売
」の

推
進
で
は
、J
A
や
地
域
や
農
業
者
自
身

が
結
果
責
任
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
か
ね
ず
、心
配
で
す
。コ
メ
の
需
給
調

整
だ
け
で
な
く
、農
村
社
会
の
抱
え
て
い

る
課
題
は
、市
場
原
理
・
競
争
原
理
だ
け
で

は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。コ
メ
に
代
え
て
何

を
作
る
か
、ど
の
よ
う
に
農
地
を
活
か
し

て
所
得
を
実
現
す
る
か
な
ど
、地
域
の
実

情
を
い
ち
ば
ん
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
J
A

が
中
心
と
な
っ
て
協
同
の
取
り
組
み
を
呼

び
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。今
国
会

で
審
議
さ
れ
る
基
本
法
の
改
正
案
に
は
、

J
A
な
ど
関
係
団
体
が
、食
料
・
農
業
・
農

村
の
維
持
・
発
展
に
果
た
し
て
い
る
役
割
、

そ
の
努
力
を
国
や
地
方
公
共
団
体
が
後
押

し
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
水
田
農
業
に
つ
い
て
、J
A
を
中
心
に

協
同
の
取
り
組
み
を
展
開
し
よ
う
】

　
と
こ
ろ
で
、令
和
5
年
産
米
に
つ
い
て

は
、各
県
・
各
市
町
村
・
各
J
A
、そ
し
て
、

各
地
区
、営
農
組
合
、法
人
、生
産
者
の
皆

さ
ん
の
懸
命
の
ご
尽
力
に
よ
り
、需
給
の

安
定
に
必
要
な
面
積
を
上
回
る
規
模
で
の

作
付
け
転
換
が
行
わ
れ
た
結
果
、相
対
取

引
価
格
は
、前
年
産
を
上
回
っ
て
推
移
し
て

い
ま
す
。し
か
し
、記
録
的
な
暑
さ
や
渇
水

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
山
田
と
し
お
の

農

問
政

題
に

　
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
青
壮
年
部
は
7
支
部（
佐
伊
津
・
新
和
・
天
草
・
河
浦
・
牛
深
・
有
明
・
大
矢
野
）78
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
天
草
地
域
は
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
た
畜
産
・
果
樹
・
野
菜
・
花
卉
・
水
稲
が
盛
ん
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
も
天
草
の
農
業
の
特
徴
で
あ
る
果
樹
農
家
が
青
壮
年
部
の
3
分
の
1
を
占
め
て
い
ま
す
。

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

▲青年部のみなさんと

　
昨
年
8
月
25
日
は
「
天
草
と
れ

た
て
市
場
」「
グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ
牛

深
店
」「
Ａ
コ
ー
プ
大
矢
野
店
」
に

分
か
れ
、
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。
一
般
消
費
者
に

米
の
消
費
拡
大
を
呼
び
か
け
よ
う

と
、
女
性
部
と
合
同
で
毎
年
、
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
空
き
缶

ポ
イ
捨
て
」
啓
発
に
関
す
る
チ
ラ

シ
も
配
布
し
協
力
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

●
青
壮
年
部
牛
深
支
部
活
動

　
9
月
22
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
影
響
で
し
ば
ら
く
の
間
実

施
で
き
て
い
な
か
っ
た
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

活
動
は
地
域
の
景
観
の
維
持
、
事

故
防
止
の
た
め
に
支
部
活
動
の
一

環
と
し
て
行
っ
て
お
り
15
年
以
上

続
け
て
い
ま
す
。
部
員
15
名
が
3

つ
の
班
に
分
か
れ
、
主
に
農
家
が

農
道
の
事
故
防
止
！！

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

青
壮
年
部
・
女
性
部
合
同

新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
毎
年
4
月
に
行
わ
れ
県
内
外
か

ら
多
く
の
見
物
客
で
賑
わ
う
、
天

草
の
春
を
告
げ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

牛
深
ハ
イ
ヤ
祭
り
。
活
動
の
一
環

と
し
て
J
A
あ
ま
く
さ
牛
深
支
所

職
員
ら
と
総
踊
り
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
踊
り
の
最
中
に
は
自
分
た

ち
が
育
て
た
特
産
品
の
「
あ
ま
く

さ
晩
柑
」
5
0
0
㌔
を
見
物
客
に

振
る
舞
い
ま
し
た
。

牛
深
ハ
イ
ヤ
祭
り

あ
ま
く
さ
晩
柑
Ｐ
Ｒ

　
毎
年
12
月
に
開
催
さ
れ
る
あ
か

ね
市
で
は
、青
壮
年
部
の
牧
草
ロ
ー

ル
カ
ー
リ
ン
グ
競
争
、
み
か
ん
や

ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
を
使
っ
た
お
も

し
ろ
い
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
会
場
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

牛
深
あ
か
ね
市

▲新米キャンペーンで来場者にお米をプレゼント

▲行列ができた牧草ロールカーリング競争 ▲青壮年部ゲームで大盛り上がりを見せる会場

▲カーブミラーを清掃する盟友

▲見物客へ晩柑を振る舞う盟友▲あまくさ晩柑を背負ってＰＲ

使
用
す
る
山
道
の
見
通

し
の
悪
い
位
置
に
設
置

し
て
あ
る
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
泥
汚
れ
を
水
で

洗
い
流
し
ワ
イ
パ
ー
な

ど
を
使
用
し
丁
寧
に
磨

き
ま
し
た
。

▲ＪＡ内浦町神田組合長との意見交換

▲ＪＡ能登わかば和倉地区生産組合長会議
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Ａ
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青
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年
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Ａ
あ
ま
く
さ
青
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年
部
活
動
報
告
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　JA中央会
　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
は
3
月
1
日
、令

和
5
年
度
熊
本
県
Ｊ
Ａ
広
報
・
日
本
農

業
新
聞
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
Ｊ
Ａ
の
広
報
活
動
の
意

義
・
重
要
性
の
再
認
識
や
、広
報
活
動
の
強
化

と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
や
、組
合
員
へ

の
情
報
提
供
と
理
解
醸
成
に
関
す
る
広
報
活

動
を
行
う
上
で
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
、日
本

農
業
新
聞
の
情
報
発
信
や
普
及
拡
大
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、7
回
目
と
な
る
熊
本

県
Ｊ
Ａ
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
や
令
和
5

年
度
日
本
農
業
新
聞
通
信
員
功
績
表
彰
式
等

を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は「
本

日
を
契
機
と
し
て
、Ｊ
Ａ
の
広
報
が
さ
ら
に
強

化
さ
れ
、Ｊ
Ａ
と
組
合
員
・
地
域
と
の
つ
な
が

り
が
、ま
す
ま
す
深
ま
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

Ｊ
Ａ
菊
池
総
務
部
企
画
広
報
課
の
永
田
雅
裕

課
長
に
よ
る
事
例
発
表
の
他
、日
本
農
業
新
聞

「
令
和
5
年
度
熊
本
県

　  

Ｊ
Ａ
広
報
・
日
本
農
業
新
聞
大
会
」の
開
催

の
川
島
豪
紀
編
集
局
長
が「
日
本
農
業
を
取
り

巻
く
情
報
と
こ
れ
か
ら
の
農
政
広
報
に
つ
い

て
」と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
表
彰
Ｊ
Ａ
と
表
彰
対
象
の
通
信

員
は
以
下
の
通
り
。か
っ
こ
内
は
所
属
Ｊ
Ａ
。

（
敬
称
略
）

　
熊
本
県
Ｊ
Ａ
農
機
自
動
車
技
術
指

導
士
会
と
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
2
月

2
日
、同
連
ホ
ー
ル
で
令
和
5
年
度
農

機
実
販
推
進
運
動
成
果
大
会
を
開
き
、

Ｊ
Ａ
役
職
員
の
ほ
か
メ
ー
カ
ー
担
当
者

な
ど
お
よ
そ
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。同
推

進
運
動
は
4
月
か
ら
12
月
で
実
施
し
て
お

り
、組
合
員
へ
の
恒
常
的
な
訪
問
に
よ
る
顧

客
満
足
度
の
向
上
と
シ
ェ
ア
拡
大
、担
当
職

員
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
の
42
農
機
セ
ン
タ
ー
、
担
当
職
員

2
1
1
人
が
参
加
。推
進
部
門
と
修
理
サ
ー

　
令
和
6
年
4
月
、
新
年
度
が
始
ま
り

新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
小
学
生
や
中
学
生
の

時
、
4
月
に
入
っ
て
か
ら
「
体
力
・
運

動
能
力
測
定
」
を
行
っ
た
経
験
が
あ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
満
足
い
く
結
果
だ
っ
た
方
も
、
そ
う
で
な

か
っ
た
方
も
、
色
々
な
思
い
出
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
あ
な
た
は
そ
の
頃
の
体
力
に
戻

れ
る
自
信
は
あ
り
ま
す
か
？

【
一
般
成
人
に
必
要
な
運
動
量
】

　
運
動
の
効
果
は
、
実
際
に
体
を
動
か
し
た

時
間
に
よ
っ
て
上
昇
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

成
人
に
必
要
な
運
動
量
と
し
て
、
以
下
の
内

容
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
身
体
活
動
を
1
日
60

分
以
上
行
う
。

②
息
が
弾
み
汗
を
か
く
程
度
の
運
動
を
週
2

〜
3
回
程
度
行
う
。

　
ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
身
体
活
動

指
針
と
し
て
、『
＋
10
分
：
プ
ラ
ス
テ
ン
』
を

厚
生
労
働
省
が
2
0
1
3
年
に
策
定
し
、
無

理
な
く
可
能
な
範
囲
で
、
今
よ
り
10
分
間
多

く
動
く
こ
と
を
提
唱
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
成
人
に
必
要
な
運
動
量
は
、
前
記
の

通
り
で
す
が
、
今
回
は
『
運
動
習
慣
』
の
す

す
め
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
運
動
習
慣
に
よ
る
効
果
】

　
令
和
元
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
（
厚
生

労
働
省
）
よ
り
、『
1
回
30
分
以
上
の
運
動
を

週
2
回
以
上
実
施
し
、
1
年
以
上
継
続
し
て

い
る
人
』
を
運
動
習
慣
が
あ
る
と
定
義
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
運
動
習
慣
」

　　 JA厚生連 JA経済連

　
運
動
習
慣
が
あ
る
と
、
心
臓
病
・
脳
血
管

疾
患
・
肥
満
・
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病

に
か
か
る
リ
ス
ク
が
低
く
な
り
、
さ
ら
に
、

心
の
健
康
や
生
活
の
質
の
改
善
・
高
齢
者
に

お
け
る
寝
た
き
り
の
防
止
に
も
効
果
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
プ
ラ
ス
テ
ン
の
実
践
例
】

〈
通
勤
中
・
職
場
・
家
庭
で
〉

①
自
転
車
で
通
勤
す
る
。

②
ひ
と
駅
手
前
で
下
車
し
て
歩
く
。

③
駅
や
職
場
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
階
段
を
使
う
。

④
歩
い
て
買
い
物
に
行
く
。

⑤
窓
ふ
き
や
風
呂
掃
除
な
ど
を
こ
ま
め
に
行

う
。

⑥
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
筋
ト
レ
・
ス
ト
レ
ッ

チ
を
す
る
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
心
が
け
で
日
常
生

活
の
中
に
も
効
果
的
な
運
動
は
た
く
さ
ん
あ

り
、
体
を
動
か
す
こ
と
を
意
識
し
行
動
を
変

え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
・
体
力

向
上
を
目
指
し
、
体
を
動
か
す
、『
運
動
習
慣
』

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

農
機
実
販
推
進
運
動
成
果
大
会
を
開
催

▲表彰を受けた受賞者ら

ビ
ス
部
門
に
お
い
て
、機
種
別
ポ
イ
ン
ト
制

の
販
売
実
績
と
修
理
・
整
備
徴
収
額
で
競
い

ま
し
た
。セ
ン
タ
ー
賞
推
進
部
門
１
位
に
Ｊ

Ａ
か
み
ま
し
き
山
都
農
機
セ
ン
タ
ー
、修
理

サ
ー
ビ
ス
部
門
1
位
に
Ｊ
Ａ
く
ま
農
機
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
輝
き
ま
し
た
。

　
同
連
の
丁
道
夫
会
長
は
あ
い
さ
つ
で「
ス

マ
ー
ト
農
機
の
普
及
に
よ
り
、レ
ベ
ル
の
高

い
知
識
や
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。こ
れ
か
ら

も
推
進
及
び
整
備
、技
術
レ
ベ
ル
向
上
の
実

践
の
場
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
」と
述
べ

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
地
域
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
、
次
代
を
担
う
全
国

の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
書
写
教

育
と
美
術
教
育
を
通
じ
た
交
通
安
全

等
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
目
的
と
し
て
、『
書

道
コ
ン
ク
ー
ル
』
お
よ
び
『
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
』
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
の
熊
本
県
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
別
賞

を
受
賞
し
た
作
品
が
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
選

出
さ
れ
、
応
募
作
品
総
数
9
2
、1
5
0
点

の
中
か
ら
、
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
の
部
で
御
船
小
学
校
2
年
の
上
田
あ
い
り

さ
ん
が
栄
え
あ
る
「
警
察
庁
長
官
賞
」
に
輝

　JA共済連　

令
和
5
年
度
J
A
共
済
　
全
国
小
・
中
学
生

書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
大
賞
受
賞
！

 

▲

▲広報コンクール受賞者ら

▲日本農業新聞通信員功績表彰受賞者ら

▲表彰を受ける山都農機センターの代表者

▲ティモンディ・高岸さんと元気に記念
　撮影をする大賞受賞者
　（上田あいりさんは、
　　　　　　上から2段目右から3人目）

▲式典時の受賞風景

 

き
ま
し
た
。

　
令
和
6
年
2
月
2
日
（
金
）、Ｊ
Ａ
共
済
ビ

ル 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千

代
田
区
）
に
お
い
て
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
と
交

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
上
田
あ
い

り
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
が
表
彰
式
に
招
待
さ

れ
ま
し
た
。
賞
状
授
与
で
は
、
ご
家
族
と
多

く
の
出
席
者
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
賞
状
と
副

賞
を
受
け
取
る
あ
い
り
さ
ん
に
、
惜
し
み
な

い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、Ｊ
Ａ
共
済
地
域
貢
献
活
動
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
を
務
め
る
テ
ィ
モ
ン
デ
ィ
の
高

岸
宏
行
さ
ん
が
会
場
に
駆
け
付
け
、
大
賞
受

賞
者
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、Ｊ
Ａ
共
済
は
書
道
・
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
を
通
じ

て
、
次
代
を
担
う
小
中
学
生
の
書
写
教
育
や

美
術
教
育
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
ク

ー
ル
出
品
作
品
の
創
作
過
程
で
培
わ
れ
る

「
思
い
や
り
の
心
」
や
「
交
通
安
全
思
想
」

を
育
む
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
Ｊ
Ａ
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

　
◆
総
合
の
部

　
　
▽
最
優
秀
賞
＝
Ｊ
Ａ
菊
池

　
　
▽
優
秀
賞
＝
Ｊ
Ａ
熊
本
う
き

　
　
▽
優
良
賞
＝
Ｊ
Ａ
鹿
本

　
◆
組
合
員
向
け
広
報
誌
の
部

　
◆
地
域
密
着
型
広
報
活
動
の
部

　
◆
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
活
用
の
部

　
　
▽（
3
部
門
）優
秀
賞
＝
Ｊ
Ａ
菊
池

◇
通
信
員
県
域
表
彰

　
▽
1
月
十
字
路
賞
＝
齋
藤
真
理
子（
菊
池
）

　
▽
3
月
ベ
ス
ト
に
次
ぐ
写
真
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
永
村
章（
熊
本
う
き
）

　
▽
最
多
送
稿
賞
＝
田
中
梨
奈（
熊
本
市
）

　
▽
敢
闘
賞
＝
田
中
佐
知（
鹿
本
）

　
▽
新
人
賞
＝
松
本
た
ま
き（
あ
ま
く
さ
）
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　JA中央会
　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
は
3
月
1
日
、令

和
5
年
度
熊
本
県
Ｊ
Ａ
広
報
・
日
本
農

業
新
聞
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
Ｊ
Ａ
の
広
報
活
動
の
意

義
・
重
要
性
の
再
認
識
や
、広
報
活
動
の
強
化

と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
や
、組
合
員
へ

の
情
報
提
供
と
理
解
醸
成
に
関
す
る
広
報
活

動
を
行
う
上
で
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
、日
本

農
業
新
聞
の
情
報
発
信
や
普
及
拡
大
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、7
回
目
と
な
る
熊
本

県
Ｊ
Ａ
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
や
令
和
5

年
度
日
本
農
業
新
聞
通
信
員
功
績
表
彰
式
等

を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は「
本

日
を
契
機
と
し
て
、Ｊ
Ａ
の
広
報
が
さ
ら
に
強

化
さ
れ
、Ｊ
Ａ
と
組
合
員
・
地
域
と
の
つ
な
が

り
が
、ま
す
ま
す
深
ま
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

Ｊ
Ａ
菊
池
総
務
部
企
画
広
報
課
の
永
田
雅
裕

課
長
に
よ
る
事
例
発
表
の
他
、日
本
農
業
新
聞

「
令
和
5
年
度
熊
本
県

　  

Ｊ
Ａ
広
報
・
日
本
農
業
新
聞
大
会
」の
開
催

の
川
島
豪
紀
編
集
局
長
が「
日
本
農
業
を
取
り

巻
く
情
報
と
こ
れ
か
ら
の
農
政
広
報
に
つ
い

て
」と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
表
彰
Ｊ
Ａ
と
表
彰
対
象
の
通
信

員
は
以
下
の
通
り
。か
っ
こ
内
は
所
属
Ｊ
Ａ
。

（
敬
称
略
）

　
熊
本
県
Ｊ
Ａ
農
機
自
動
車
技
術
指

導
士
会
と
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
2
月

2
日
、同
連
ホ
ー
ル
で
令
和
5
年
度
農

機
実
販
推
進
運
動
成
果
大
会
を
開
き
、

Ｊ
Ａ
役
職
員
の
ほ
か
メ
ー
カ
ー
担
当
者

な
ど
お
よ
そ
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。同
推

進
運
動
は
4
月
か
ら
12
月
で
実
施
し
て
お

り
、組
合
員
へ
の
恒
常
的
な
訪
問
に
よ
る
顧

客
満
足
度
の
向
上
と
シ
ェ
ア
拡
大
、担
当
職

員
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
の
42
農
機
セ
ン
タ
ー
、
担
当
職
員

2
1
1
人
が
参
加
。推
進
部
門
と
修
理
サ
ー

　
令
和
6
年
4
月
、
新
年
度
が
始
ま
り

新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
小
学
生
や
中
学
生
の

時
、
4
月
に
入
っ
て
か
ら
「
体
力
・
運

動
能
力
測
定
」
を
行
っ
た
経
験
が
あ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
満
足
い
く
結
果
だ
っ
た
方
も
、
そ
う
で
な

か
っ
た
方
も
、
色
々
な
思
い
出
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
あ
な
た
は
そ
の
頃
の
体
力
に
戻

れ
る
自
信
は
あ
り
ま
す
か
？

【
一
般
成
人
に
必
要
な
運
動
量
】

　
運
動
の
効
果
は
、
実
際
に
体
を
動
か
し
た

時
間
に
よ
っ
て
上
昇
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

成
人
に
必
要
な
運
動
量
と
し
て
、
以
下
の
内

容
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
身
体
活
動
を
1
日
60

分
以
上
行
う
。

②
息
が
弾
み
汗
を
か
く
程
度
の
運
動
を
週
2

〜
3
回
程
度
行
う
。

　
ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
身
体
活
動

指
針
と
し
て
、『
＋
10
分
：
プ
ラ
ス
テ
ン
』
を

厚
生
労
働
省
が
2
0
1
3
年
に
策
定
し
、
無

理
な
く
可
能
な
範
囲
で
、
今
よ
り
10
分
間
多

く
動
く
こ
と
を
提
唱
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
成
人
に
必
要
な
運
動
量
は
、
前
記
の

通
り
で
す
が
、
今
回
は
『
運
動
習
慣
』
の
す

す
め
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
運
動
習
慣
に
よ
る
効
果
】

　
令
和
元
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
（
厚
生

労
働
省
）
よ
り
、『
1
回
30
分
以
上
の
運
動
を

週
2
回
以
上
実
施
し
、
1
年
以
上
継
続
し
て

い
る
人
』
を
運
動
習
慣
が
あ
る
と
定
義
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
運
動
習
慣
」

　　 JA厚生連 JA経済連

　
運
動
習
慣
が
あ
る
と
、
心
臓
病
・
脳
血
管

疾
患
・
肥
満
・
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病

に
か
か
る
リ
ス
ク
が
低
く
な
り
、
さ
ら
に
、

心
の
健
康
や
生
活
の
質
の
改
善
・
高
齢
者
に

お
け
る
寝
た
き
り
の
防
止
に
も
効
果
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
プ
ラ
ス
テ
ン
の
実
践
例
】

〈
通
勤
中
・
職
場
・
家
庭
で
〉

①
自
転
車
で
通
勤
す
る
。

②
ひ
と
駅
手
前
で
下
車
し
て
歩
く
。

③
駅
や
職
場
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
階
段
を
使
う
。

④
歩
い
て
買
い
物
に
行
く
。

⑤
窓
ふ
き
や
風
呂
掃
除
な
ど
を
こ
ま
め
に
行

う
。

⑥
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
筋
ト
レ
・
ス
ト
レ
ッ

チ
を
す
る
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
心
が
け
で
日
常
生

活
の
中
に
も
効
果
的
な
運
動
は
た
く
さ
ん
あ

り
、
体
を
動
か
す
こ
と
を
意
識
し
行
動
を
変

え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
・
体
力

向
上
を
目
指
し
、
体
を
動
か
す
、『
運
動
習
慣
』

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

農
機
実
販
推
進
運
動
成
果
大
会
を
開
催

▲表彰を受けた受賞者ら

ビ
ス
部
門
に
お
い
て
、機
種
別
ポ
イ
ン
ト
制

の
販
売
実
績
と
修
理
・
整
備
徴
収
額
で
競
い

ま
し
た
。セ
ン
タ
ー
賞
推
進
部
門
１
位
に
Ｊ

Ａ
か
み
ま
し
き
山
都
農
機
セ
ン
タ
ー
、修
理

サ
ー
ビ
ス
部
門
1
位
に
Ｊ
Ａ
く
ま
農
機
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
輝
き
ま
し
た
。

　
同
連
の
丁
道
夫
会
長
は
あ
い
さ
つ
で「
ス

マ
ー
ト
農
機
の
普
及
に
よ
り
、レ
ベ
ル
の
高

い
知
識
や
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。こ
れ
か
ら

も
推
進
及
び
整
備
、技
術
レ
ベ
ル
向
上
の
実

践
の
場
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
」と
述
べ

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
地
域
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
、
次
代
を
担
う
全
国

の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
書
写
教

育
と
美
術
教
育
を
通
じ
た
交
通
安
全

等
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
目
的
と
し
て
、『
書

道
コ
ン
ク
ー
ル
』
お
よ
び
『
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
』
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
の
熊
本
県
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
別
賞

を
受
賞
し
た
作
品
が
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
選

出
さ
れ
、
応
募
作
品
総
数
9
2
、1
5
0
点

の
中
か
ら
、
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
の
部
で
御
船
小
学
校
2
年
の
上
田
あ
い
り

さ
ん
が
栄
え
あ
る
「
警
察
庁
長
官
賞
」
に
輝

　JA共済連　

令
和
5
年
度
J
A
共
済
　
全
国
小
・
中
学
生

書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
大
賞
受
賞
！

 

▲

▲広報コンクール受賞者ら

▲日本農業新聞通信員功績表彰受賞者ら

▲表彰を受ける山都農機センターの代表者

▲ティモンディ・高岸さんと元気に記念
　撮影をする大賞受賞者
　（上田あいりさんは、
　　　　　　上から2段目右から3人目）

▲式典時の受賞風景

 

き
ま
し
た
。

　
令
和
6
年
2
月
2
日
（
金
）、Ｊ
Ａ
共
済
ビ

ル 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千

代
田
区
）
に
お
い
て
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
と
交

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
上
田
あ
い

り
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
が
表
彰
式
に
招
待
さ

れ
ま
し
た
。
賞
状
授
与
で
は
、
ご
家
族
と
多

く
の
出
席
者
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
賞
状
と
副

賞
を
受
け
取
る
あ
い
り
さ
ん
に
、
惜
し
み
な

い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、Ｊ
Ａ
共
済
地
域
貢
献
活
動
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
を
務
め
る
テ
ィ
モ
ン
デ
ィ
の
高

岸
宏
行
さ
ん
が
会
場
に
駆
け
付
け
、
大
賞
受

賞
者
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、Ｊ
Ａ
共
済
は
書
道
・
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
を
通
じ

て
、
次
代
を
担
う
小
中
学
生
の
書
写
教
育
や

美
術
教
育
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
ク

ー
ル
出
品
作
品
の
創
作
過
程
で
培
わ
れ
る

「
思
い
や
り
の
心
」
や
「
交
通
安
全
思
想
」

を
育
む
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
Ｊ
Ａ
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

　
◆
総
合
の
部

　
　
▽
最
優
秀
賞
＝
Ｊ
Ａ
菊
池

　
　
▽
優
秀
賞
＝
Ｊ
Ａ
熊
本
う
き

　
　
▽
優
良
賞
＝
Ｊ
Ａ
鹿
本

　
◆
組
合
員
向
け
広
報
誌
の
部

　
◆
地
域
密
着
型
広
報
活
動
の
部

　
◆
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
活
用
の
部

　
　
▽（
3
部
門
）優
秀
賞
＝
Ｊ
Ａ
菊
池

◇
通
信
員
県
域
表
彰

　
▽
1
月
十
字
路
賞
＝
齋
藤
真
理
子（
菊
池
）

　
▽
3
月
ベ
ス
ト
に
次
ぐ
写
真
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
永
村
章（
熊
本
う
き
）

　
▽
最
多
送
稿
賞
＝
田
中
梨
奈（
熊
本
市
）

　
▽
敢
闘
賞
＝
田
中
佐
知（
鹿
本
）

　
▽
新
人
賞
＝
松
本
た
ま
き（
あ
ま
く
さ
）
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き
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■中央会・連合会からのお知らせ

4
2024

令和6年

　
3
月
24
日
投
開
票
の
県
知
事
選
挙
が
本
格
的
に
動
き

出
し
た
。今
年
で
21
回
目
を
迎
え
る
県
知
事
選
挙
に
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
4
名
が
無
所
属
で
立
候
補
を
表
明
し
て

お
り
、実
質
的
に
前
熊
本
県
副
知
事
と
前
熊
本
市
長
の
一

騎
打
ち
と
な
っ
て
い
る
。

　
先
般
、蒲
島
郁
夫
知
事
が「
チ
ー
ム
熊
本
を
語
る
会
」

で
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
県
政
運
営
を
振
り
返
っ
て
い
た

が
、ま
さ
に
様
々
な
事
象
が
あ
り
、大
き
な
山
を
乗
り

越
え
、谷
を
渡
り
、県
民
総
幸
福
量
の
最
大
化
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。県
知
事

就
任
期
間
に
は
川
辺
川
ダ
ム
建
設
の
中
止
、熊
本
地

震
、令
和
2
年
7
月
豪
雨
、そ
れ
を
受
け
て
の
流
水
型

ダ
ム
の
建
設
表
明
、新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、台
湾
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
の
進
出
な
ど
課
題
山
積
の
中
で
県
の
か
じ
取
り
を

行
っ
て
き
た
。

　
農
業
問
題
に
も
積
極
的
に
耳
を
傾
け
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
要
請
に
は
し
っ
か
り
と
対
応
を
い
た
だ
い
た
。元

農
協
職
員
で
あ
る
こ
と
も
親
近
感
が
あ
る
。

　
さ
て
、過
去
の
県
知
事
選
挙
を
見
て
み
る
と
、第
１

回
選
挙
が
行
わ
れ
た
の
は
、戦
後
の
昭
和
22
年
で
あ

る
。そ
れ
ま
で
は
、内
務
省
を
中
心
と
し
て
、中
央
官
庁

か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
物
が
知
事
に
就
任
し
て
い
た
。

　
ご
存
じ
の
方
も
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、桜
井
三
郎
氏

が
最
初
の
公
選
の
知
事
で
あ
る
。そ
の
後
は
、寺
本
廣
作

氏
、澤
田
一
精
氏
、細
川
護
熙
氏
、福
島
譲
二
氏
、塩
谷
義

子
氏
、蒲
島
郁
夫
氏
と
な
る
。投
票
率
も
当
初
は
80
％

を
超
え
て
い
た
が
、近
年
は
50
％
を
割
り
込
ん
で
い

る
。

　
今
回
の
知
事
選
挙
は
、今
後
の
本
県
農
業
や
地
域
発

展
を
左
右
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。農
政
連
盟
友
の

良
識
と
結
束
力
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、票
数
を

も
っ
て
新
知
事
を
県
政
へ
送
り
出
そ
う
で
は
な
い
か
。

農 政 連 情 報 誌農 政 連 情 報 誌
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今月の表紙「力あわせて」 (撮影：下城　彩美 様)　第12回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
6
年
3
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　「
一
粒
の
麦
、
地
に
落
ち
て
死
な
ず
ば
、
唯
一
つ
に
て

在
ら
ん
、
も
し
死
ね
ば
、
多
く
の
実
を
結
ぶ
べ
し
」。
こ

れ
は
作
家
三
浦
綾
子
が
描
い
た
小
説
「
塩
狩
峠
」
の
冒

頭
に
出
て
く
る
一
説
で
す
。

　
麦
の
種
は
、
死
ん
で
地
に
落
ち
れ
ば
、
次
の
生
の
栄

養
分
と
な
り
、
多
く
の
実
を
付
け
、
命
は
つ
な
が
れ
て

い
く
、
と
い
う
意
味
で
、
新
約
聖
書
の
言
葉
で
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
作
品
を
読
ん
だ
の
は
、
高
校
生
の
頃
で
、
文
章

の
構
成
が
何
本
も
の
「
手
紙
」
の
や
り
と
り
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
が
感
動
的
で
普
通
の
小
説
に

な
い
心
に
響
く
感
動
を
与
え
る
内
容
に
驚
い
た
も
の
で

し
た
。

　
作
品
の
内
容
は
北
海
道
の
塩
狩
峠
で
実
際
に
起
き
た

鉄
道
事
故
を
元
に
愛
と
信
仰
を
貫
き
多
数
の
乗
客
の
命

を
救
う
た
め
に
自
ら
を
犠
牲
に
し
た
若
き
鉄
道
職
員
の

短
い
生
涯
を
描
い
た
小
説
で
す
。

　
高
校
生
の
私
に
と
っ
て
は
、
感
動
的
な
内
容
で
、
文

章
の
構
成
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
懸
賞
論
文

が
流
行
し
て
い
た
時
代
で
し
た
の
で
、
私
も
学
校
の
図

書
室
や
町
の
図
書
館
に
行
っ
て
、
何
十
枚
も
の
文
章
を

書
き
ま
し
た
。
そ
し
て
応
募
し
ま
し
た
。
が
、
選
ば
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
ち
ょ
っ
と
苦
い
青
春
の
思
い
出
で
す
。

撮影：緒方　正光 様

「あした」

第12回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品

あ
ぜ
み
ち
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